
第６回 厚別南・青葉地区新設義務教育学校検討委員会 議事次第 

 

日 時  令和８年７月17日(金) 15時30分～ 

場 所  札幌市立青葉中学校 ２階 会議室 

 
 

次 第 

 

 １ 開会 

  

 ２ 確認事項 

  ・前回の検討委員会の振り返り 

  

 ３ 協議事項 

    ・厚別南・青葉地区新設義務教育学校 校名決定に向けて（確認） 

 

 ４ 連絡事項 

 

 ５ 閉会 

〇配布資料 

 

・資料１：校名決定手順について 

・資料２：校名応募用紙 

・資料３：校名公募（担任説明） 

・資料４：校名公募アンケート 

・資料５：校名公募チラシ 

・資料６：校名公募ポスター 
 



厚別南・青葉地区新設義務教育学校検討委員会 名簿 

（令和８年７月 1７日現在） 

 委員区分 氏  名 所属・役職等 

委

員 

地域関係者 

土田
つ ち だ

 義也
よ し や

 青葉町自治連合会会長 

今野
こ ん の

 浩司
こ う じ

 厚別南町内会連合会会長 

髙
たか

平
ひら

 弥生
や よ い

 青葉町自治連合会副会長 

荒木
あ ら き

 邦宣
くにのり

 厚別南町内会会長 

鈴木
す ず き

 浩二
こ う じ

 厚別南まちづくりセンター所長 

小林
こばやし

 大介
だいすけ

 青葉まちづくりセンター所長 

本居
も と い

 文男
ふ み お

 札幌市厚別南地区センター館長 

谷口
たにぐち

 陽
よう

亮
すけ

 札幌市青葉児童会館館長 

PTA関係者 
宮北
みやきた

 敬一郎
けいいちろう

 札幌市立新札幌わかば小学校 PTA会長 

谷内
や ち

 政
まさ

昭
あき

 札幌市立青葉中学校 PTA会長 

学識経験者 井上
いのうえ

 大樹
ひ ろ き

 札幌学院大学人文学部こども発達学科准教授 

学校関係者 

中村
なかむら

 ちひろ 札幌市立新札幌わかば小学校校長 

長澤
ながさわ

 孝
こう

次
じ

 札幌市立新札幌わかば小学校教頭 

渡辺
わたなべ

 義
よし

顕
あき

 札幌市立青葉中学校校長 

五十嵐
い が ら し

 浩司
こ う じ

 札幌市立青葉中学校教頭 

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー 

教育委員会 

高橋
たかはし

 謙
けん

介
すけ

 札幌市教育委員会教育課程担当課指導主事 

村井
む ら い

 悠
ゆう

介
すけ

 札幌市教育委員会教育課程担当課指導主事 

横尾
よ こ お

 栄一
えいいち

 札幌市教育委員会教育課程担当課指導主事 

牧野
ま き の

 理
り

恵
え

 札幌市教育委員会教育課程担当課指導主事 

アドバイザー委員 菅野
す が の

 智広
ともひろ

 北海道教育大学教職大学院教授 

 

別紙 



厚別南・青葉地区新設義務教育学校「校名」決定手順 

7 月 17 日検討委員会 

 

１．アンケート用紙の決定 … 【7月 17 日】（検討委員会 15：30～） 

〇校名決定の考え方 

① 「札幌市立義務教育学校〇〇学園」となり、○○の部

分を公募する。 

②  募集の対象者は、基本的に児童・生徒と保護者、厚別南・

青葉地区の地域の方とする。 

③  名称の統一性をとるための基本条件を設ける。 

・札幌わかば小、青葉中の児童会・生徒会の子どもたちの願

いを加味したもの 

「こんな義務教育学校にしたい！」（別紙…アンケートと同

時に配布） 

・学校の理念や地域性などが反映されたもので、児童生徒・

保護者・地域の皆さまから親しまれ広く受け入れられやすい

もの。 

・他市等に類似の校名がなく、誤解されることがない。 

・漢字、ひらがなまたはカタカナによって表記され、あて字、一

般的な読み方ができないものは避ける。 

 

２．アンケート実施の周知 … 【7月 24 日】 

※児童・生徒については、学校にて教員から説明し   
配布、ポスター掲示 

 ※地域については、以下の通り 
 

 

 

 

※問い合わせの対応 … 札幌市立青葉中学校または新札幌わかば小学校で対応。 

【周知方法】 検討委員会だよりにて 

・回覧板  

・札幌市教育委員会ホームページ  

・青葉中学校ホームページ  

・新札幌わかば小学校ホームページ  

【配布・回収先】  

・厚別南まちづくりセンター  

・青葉まちづくりセンター 

・厚別南地区センター 

・青葉中学校  

・新札幌わかば小学校  

 

前提：子どもたちの願いについては、校名検討のみならず、今後の学校運営に生かす。 

（参考）さっぽろっ子サミットに関わ

る児童会生徒会連携の取組 

『さっぽろっ子サポーターズ』WS 

【7月 16 日】14：30～15：15  

わかば小で委員に公開 

今年度のテーマに沿った話し合い

（交流）を、小中の児童生徒で行う。

この話し合いを踏まえ、「こんな義務

教育学校で学びたい」「義務教育を通

してこんな力を身に付けたい」といっ

た『子どもたちの願い』を資料にまと

める（この資料を以下【別紙 A】と呼

ぶ）。 

 

 

 

 

・８/18 さっぽろっ子サミット開催 

・さっぽろっ子サミットの報告 

…昼放送等で 2 学期に報告 

※児童会・生徒会では、子どもたちの

声を聴いた「自治的な活動」を 2 学期

以降も継続する。 

令和８年度さっぽろっ子サミットテーマ 

「私たちの学校・私たちの地域を、 

もっと好きになるために」 

資料 1-1 



３．アンケート用紙の回収 … 【8月 25 日】 

・ＷＥＢ（基本的にグーグルフォームアンケート） 

・用紙  ※ＷＥＢ提出が難しい場合のみ、各回収先にて用紙を配布・回収 

 

 

４．プレ絞り込み（10 案程度に話し合いで） … 【9 月 29 日】（学校経営部会）         

  選定メンバー  校長、教頭 小中計４名   ※選定理由を明確 

5．絞り込み案提示（選定理由等の説明） … 【10 月 21 日】（検討委員会） 

※その後、検討委員会だより及び市ＨＰにて、選定案及びその他の案について公表。 

6．絞り込み①（4 案程度に話し合いで） … 【11 月 27 日】（検討委員会） 

（12 月 17 日第 2 回学校運営協議会 … 学校評価結果等から熟議） 

7．最終絞り込み            … 【12 月 21 日】（検討委員会） 

※意見書に関しては、検討委員に原案を送付して承認いただく 

8．教育委員会への意見書手交式 … 2 月 

（３月 17 日第３回学校運営協議会） 

9．市議会 校名決定 … 4 月 

お願い：用紙提出に関しては、各回収先で、8 月中にファイル共有して集約していただきたい。（9 月 11

日まで）→ 中学校で最終集約 
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～向き合う・つながる・発信する～ 

厚別南・青葉地区義務教育学校づくり 

資料１ 

  義務教育学校のメリット 

〇９年間の学びの区分の設定を含め、教育課程を柔軟にデザインできることから、児童生徒の心身

の発達段階を踏まえたきめ細かな支援が期待できる。 

○児童生徒の幅広い異学年交流を日常的にできることにより、学習や人間関係の幅が広がるととも

に、思いやりの気持ちやコミュニケーション力をより一層育むことが期待される。 

〇家庭や地域の方々が９年間を通して安定して学校に関わることができることで、学校、家庭、地

域のより一層の信頼関係の構築と連携･協働を深めることができる。 

〇一つの教職員組織となることから、日常から一体となった学校運営、教育活動がしやすい。 

  地域の良さを生かす 

〇落ち着いた居住環境。郷土愛が深い。 

〇新札幌に隣接し、副都心機能と豊かな自然（公園やサイクリングロードなど）が共存している。 

〇子どもたちの教育に主体的に関わろうとする地域の機運が高い。 

○四季折々、地域が一体となった活動が行われている。 

〇保護者の子育てや教育に対する関心が高い。 

○世代によらず、地域に貢献する機運がある。多世代交流が盛ん。 

 テーマ(例)：向き合う･つながる･発信する を意識した学校づくり 

〇９年間を通した子どもの学びの視点から 

９年間の一貫したカリキュラムで「学びの連続性」を保証し、自分や地域の良さや課題を発見

する「主体性」、多様な人と対話し、考えを広げる「協働性」、学んだことを形にし、社会へア

ウトプットする「創造性」をはじめとした『学ぶ力』の育成を行います。 

〇児童と生徒のつながりの視点から 

上級生に憧れを抱き、下級生を思いやる気持ちをもつことで、自己肯定感を高める異学年交流

を、日常的に行います。この活動を通して、社会での役割への自覚を促すとともに、長期的な信

頼関係と豊かな人間性を育てます。 

〇教職員の関わりの視点から 

小中の垣根のない一つの職員室を作ることで、子ども一人一人の実態の組織的な把握と情報共

有を行います。義務教育全体を自分事として捉え、組織として一貫した視点で子どもの成長を支

えるチーム体制を構築します。 

〇家庭や地域との連携・協働の視点から 

義務教育９年間を一つの「地域の大きな家族」のように切れ目なく支える仕組みを、保護者、

地域、学校が連携･協働して作ります。地域全体を学びの場と捉え、地域社会と密接に関わりなが

ら、子ども大人も共に学び、育ち合う学校を目指します。 



地域の皆様へ        校名案応募用紙               

厚別南・青葉地区新設義務教育学校の名前を募集します 
 新札幌わかば小学校と青葉中学校は、令和 11 年４月に一つの 「義務教育学校」として

生まれ変わる予定です。そこで、厚別南・青葉地区に誕生する義務教育学校の名前を募集

します。  

基本条件 

・札幌わかば小、青葉中の児童会・生徒会の子どもたちの願いを加味したもの 

「こんな義務教育学校にしたい！」（裏面） 

・学校の理念や地域性などが反映されたもので、児童生徒・保護者・地域の皆さまから親しまれ広く

受け入れられやすいもの。 

・他市等に類似の校名がなく、誤解されることがない。 

・漢字、ひらがなまたはカタカナによって表記され、あて字、一般的な読み方ができないものは避ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住 所                            

お名前                            
※みなさんの名前などの個人情報は、校名案の検討以外には使いません。  

 

■問合せ先：厚別南・青葉地区新設義務教育学校検討委員会事務局 

青葉中学校（電話：011－891－4351）  新札幌わかば小（電話：011－891－2103）  

応募のしかた 

①「札幌市立義務教育学校〇〇学園」の「○○」に当てはまる名前を書いてください。  

 

 

 

 

②その名前を考えた理由（わけ）も書いてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

③書き終わりましたら、８月 25 日（火）までに、厚別南・青葉まちづくりセンター、厚

別南地区センター、新札幌わかば小・青葉中にご提出ください。  

札幌市立義務教育学校               学園  



参考資料 

 

 

 

例年実施されているさっぽろっ子サミットが今年度は８月 18 日に開催されます。 

今年のテーマは「私たちの学校・私たちの地域を、もっと好きになるために」です。 

それに先立って、新札幌わかば小児童会と青葉中学校生徒会の子どもたちが、７月１６日に、「自分の

学校の好きなところ」や「自分の学校を良くするためにできること」について、真摯な学校に対する「思

い」が語られました。その話のなかで「こんな義務教育学校で学びたい」「義務教育を通してこ

んな力を身に付けたい」といった『子どもたちの声』をたくさん聴くことができました。 

 今回、新設義務教育学校の校名を公募しますが、ぜひ「子どもたちの声」を参考にしてい

ただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな義務教育学校にしたい！ 
 

児童会・生徒会の子どもたちからこんな声が聴けました！ 

・元気なあいさつが飛び交う学校にしたい。 

 あいさつ運動実施、あいさつ MVPをつくる、動画でアピールする。 など 

・みんなに優しい学校にしたい 

階段の横にスロープをつくる、エアコン・クリーナーを一般生徒も使えるようにする、 トイレ

の蛇口をもっと使いやすいものにする、石鹸がべちゃべちゃにならないものにする。 など 

・みんな仲の良い学校にしたい 

男女関係なく話しやすい環境づくりをする、他学年との交流増やす、団結力を高めるため

たくさんの行事を実施。 など 

・児童・生徒が積極的に活動する学校にしたい 

自分の意見が言えるきっかけづくり、インパクトのある呼びかけ、発表した時のリアクション

をしっかりする。 など 

・けじめのある学校にしたい 

忘れ物をなくす。廊下・階段で走らない。うるさくしない。扇風機を独占しない。ポスターや

放送で呼びかける。 など 

・部活動の充実した学校にしたい 

テニスコートを復活させる。 






